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／
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／
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／
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携
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萱
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葉
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滝
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瀬
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今
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
個
性
豊
か
な

（巳）

地
域
文
化
の
振
興
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冶
竺
思
偏
平
成
七
年
度
の
展
望

今
日
、
国
民
の
文
化
へ
の
志
向
の
高
ま
り
に
こ
た

え
つ
つ
、
個
性
豊
か
な
文
化
国
家
と
し
て
国
際
社
会

に
確
固
た
る
地
位
を
占
め
て
い
く
こ
と
が
、
我
が
国

の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
我
が
国
古
来
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
な
が

ら
、
優
れ
た
芸
術
文
化
の
創
造
•
発
展
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
成
果
を
積
極
的
に
海
外
へ
発
信
し
、
文

化
を
通
じ
た
国
際
貢
献
を
図
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

村
山
総
理
の
年
頭
所
感
（
「
創
造
と
や
さ
し
さ
の
国

造
り
」
の
ピ
ジ
ョ
ン
）
及
び
第
一
三
二
回
国
会
に
お

け
る
施
政
方
針
禎
説
に
お
い
て
も
、
文
化
の
振
興
を

図
る
こ
と
が
政
府
の
最
重
点
課
題
の
一
っ
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
文
化
の
よ
り
一
層
の
振
興

を
図
る
た
め
、
平
成
七
年
度
予
算
に
お
い
て
総
額
六

公
洟
）
等
の
企
画
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
や
、

優
れ
た
劇
場
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
等
の
諸
準
備
が
、

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
及
び
新
国
立
劇
場
運
営
財
団

に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
今
年
で
第
五

0
回
の
記
念
の
年
を
迎
え
る

芸
術
祭
に
つ
い
て
は
、
「
第
五

0
回
記
念
芸
術
祭
」
と

銘
打
っ
て
芸
術
各
界
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
つ
つ
、

各
種
の
意
欲
的
。
画
期
的
な
公
演
等
を
実
施
す
る
。

映
画
芸
術
の
振
輿
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
映
画
製

作
の
専
門
家
養
成
講
座
設
置
の
た
め
の
調
査
等
の
実

施
や
、
独
立
プ
ロ
が
製
作
す
る
優
れ
た
作
品
の
上
映

を
支
援
す
る
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
平
成
七
年

度
当
初
に
開
館
を
控
え
て
い
る
東
京
国
立
近
代
美
術

館
新
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
館
及
び
映

画
一

0
0年
を
記
念
し
て
の
特
別
企
画
上
映
を
実
施

す
る
。我

が
国
芸
術
の
将
来
を
支
え
る
新
進
芸
術
家
の
養

成
に
つ
い
て
も
、
「
芸
術
家
在
外
研
修
」
及
び
「
芸
術

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
お
い
て
映
画
分
野
の
研
修

機
会
の
実
施
を
図
る
。

な
お
、
昨
年
の
一
一
月
二
五
日
に
「
音
楽
文
化
の

振
興
の
た
め
の
学
習
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
。
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

と
も
各
種
施
策
を
通
じ
、
音
楽
文
化
の
一
層
の
振
興

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
七
億
六
五

0
0万
円
を
計
上
し
た
。
そ
の
増
加
額

は
七
一
億
八
一

0
0万
円
と
昭
和
四
三
年
の
文
化
庁

創
設
以
来
最
高
で
、
伸
び
率
も
前
年
度
を
上
回
る
一

ニ
。
一
％
増
と
昭
和
五
四
年
以
来
の
高
水
準
を
確
保

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
文
化
の
創
造
と
発
信
、

地
域
文
化
の
振
興
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
推
進
、

国
立
文
化
施
設
の
整
備
・
充
実
、
文
化
の
国
際
交
流
a

協
力
の
推
進
f
文
化
情
報
の
整
備
等
の
諸
施
策
を
一

層
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
広
く
国
民
が
芸
術
文
化
に
親
し
み
、
自
ら

の
手
で
新
し
い
文
化
を
創
造
で
き
る
よ
う
な
基
盤
整

備
の
た
め
、
芸
術
文
化
振
興
基
金
に
よ
り
i
・
引
き
続

き
芸
術
文
化
活
動
に
対
し
て
幅
広
く
助
成
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

文
化
庁
長
官
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
文
化
政
策

推
進
会
謙
に
お
い
て
は
、
三
月
に
新
た
に
「
文
化
政

策
小
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
昨
年
六
月
に
取
り
ま

と
め
た
「
ニ
―
世
紀
に
向
け
た
文
化
政
策
の
推
進
に

つ
い
て
（
報
告
）
」
の
提
言
等
の
具
体
化
に
向
け
た
文

化
振
興
の
た
め
の
詰
施
策
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、

文
化
を
育
て
、
発
信
し
て
い
こ
う
と
す
る
気
運
が
高

ま
っ
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
主
体
的
取
組
を
促
進

す
る
様
々
な
条
件
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

文
化
庁
や
芸
術
文
化
振
興
基
金
に
お
い
て
は
．
従

来
か
ら
、
地
域
に
お
い
て
優
れ
た
芸
術
の
鑑
賞
機
会

を
確
保
す
る
た
め
、
舞
台
芸
術
の
巡
回
公
演
や
、
国

立
博
物
館
。
美
術
館
の
所
蔵
作
品
を
活
用
し
た
巡
回

展
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
振
興
活
動

に
対
す
る
助
成
や
、
文
化
施
設
職
員
等
に
対
す
る
研

修
な
ど
の
諸
施
策
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
民
が
優
れ
た
舞
台
芸
術
や
美
術
を
鑑
賞
し
た
い

と
す
る
要
望
が
強
い
中
で
、
文
化
施
設
の
企
画
。
制

作
力
が
十
分
で
な
い
と
い
う
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る

た
め
｀
．
平
成
七
年
度
か
ら
新
た
に
、
公
立
文
化
会
館

が
優
れ
た
舞
台
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
で
き
る
よ

う
芸
術
情
報
プ
ラ
ザ
を
開
設
し
、
芸
術
家
，
芸
術
団

体
と
文
化
会
館
を
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
っ

て
結
び
つ
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
等
を
行
う
と
と
も

只
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
指
導
者
の
育
成
や
芸

術
家
。
団
体
の
育
成
等
を
行
う
「
舞
台
芸
術
推
進
地

域
プ
ラ
ン
」
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
文
化
庁
で
は
、
国
民
が
日
ご
ろ
行
っ
て
い

る
各
種
の
文
化
活
動
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
規
模
で

相
互
に
共
演
、
交
流
、
発
表
す
る
機
会
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
国
民
文

化
祭
を
開
催
し
て
い
る
。
平
成
六
年
度
は
一

0
月
に

三
重
県
で
第
九
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
八

0
万
人

の
観
客
を
数
え
る
な
ど
そ
の
内
容
、
規
模
と
も
年
々

検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
今
後
r

同
会
議
に
お
け
る

議
論
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
文
化
発
信
社
会
の
構
築
に

向
け
て
よ
り
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。文

化
庁
に
お
い
て
は

r

我
が
国
舞
台
芸
術
水
準
の

格
段
の
向
上
と
文
化
に
よ
る
国
際
貢
献
を
果
た
す
た

め
r

「
舞
台
芸
術
高
度
化
。
発
信
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
が
、
平
成
七
年
度
は
、
新
た
に
創
作
性
の
高
い

舞
台
芸
術
の
普
及
。
振
興
を
図
る
た
め
の
創
作
舞
台

芸
術
の
巡
回
公
演
を
実
施
す
る
。

我
が
固
現
代
舞
台
芸
術
の
拠
点
と
な
る
第
二
国
立

劇
場
（
仮
称
）
の
正
式
名
称
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
f
そ
の
結
果
を
も
と
に
有
識
者
会

議
を
開
催
、
検
討
し
、
三
月
に
第
二
国
立
劇
場
開
設

準
備
推
進
会
議
で
委
員
の
方
々
の
同
意
を
得
て
「
新

国
立
劇
場
」
に
決
定
し
た
。
同
劇
場
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
は
、
芸
術
家
等
の
創
意
に
よ
る
弾
力
的
な
運

営
を
図
る
た
め
f
財
団
法
人
新
国
立
劇
場
運
営
財
団

に
委
託
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
九
年
度
の
開

こ
け
ら

場
に
向
け
、
開
場
記
念
公
浜
（
い
わ
ゆ
る
柿
落
と
し

充
実
し
て
き
て
お
り
、
平
成
七
年
度
は
、
一

0
月
に

栃
木
県
で
第
一

0
回
大
会
が
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
校
生
の
芸
術
文
化
活
動
の
向
上
充
実
を

図
る
た
め
、
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
の
総
合
的

な
発
表
の
機
会
を
提
供
す
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
を
開
催
し
て
い
る
が
、
平
成
七
年
度
は
、
新
潟

県
で
第
一
九
回
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
、
社
会
の
各
分
野
に
お
け
る
情
報

化
が
進
展
す
る
中
で
、
文
化
に
関
す
る
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
従
来
か
ら
地
域
文
化
情
報

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
詞
査
研
究
を
行
っ
て
い

る
が
、
昨
年
―
二
月
か
ら
、
そ
の
一
環
と
し
て
。
ハ
ソ

コ
ン
通
信
に
よ
る
文
化
行
政
情
報
の
交
流
を
行
う

「
地
域
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
試
行
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

国
語
施
策
の
推
進

国
語
審
議
会
は
、
昭
和
四
一
年
六
月
の
文
部
大
臣

諮
問
を
受
け
て
以
来
、
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
戦
後

国
語
施
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
審
議
し
、
所
要
の
答

申
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
内
閣
告

示
二
訓
令
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
平
成
五
年
―
一
月

(1) 巾
優
れ
た
芸
術
創
作
活
動
の
推
進
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文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
国

民
の
伝
統
文
化
へ
の
志
向
の
高
ま
り
、
産
業
構
造
の

変
化
、
国
土
開
発
の
進
展
、
国
際
交
流
・
協
力
の
要

請
な
ど
、
新
た
に
対
応
を
図
る
べ
き
課
題
も
生
じ
て

き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
今
後
に
お
け

る
文
化
財
保
護
の
在
り
方
等
に
関
し
、
中
・
長
期
的

な
観
点
か
ら
総
合
的
か
つ
専
門
的
な
調
査
研
究
を
行

う
た
め
、
平
成
四
年
四
月
に
文
化
財
保
護
審
議
会
の

下
に
文
化
財
保
護
企
画
特
別
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

昨
年
七
月
に
「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
文
化
財
保

護
施
策
の
改
善
充
実
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
書

を
取
り
ま
と
め
た
。
文
化
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

報
告
を
踏
ま
え
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
行
財
政
施

策
の
改
善
充
実
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
七
年
度
に
お
い
て
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財

の
適
切
な
保
存
・
活
用
を
國
る
と
と
も
に
、
歴
史
的

な
集
落
町
並
み
を
維
持
・
活
用
す
る
た
め
、
そ
れ
ら

の
保
存
修
理
事
業
及
び
防
災
事
業
の
拡
充
を
図
る
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
国
宝
・
重
要
文
化
財

等
の
買
上
げ
事
業
の
拡
充
を
図
る
。

史
跡
等
の
保
存
修
復
・
活
用
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
古
代
の
生
活
の
全
容
が
分
か
る
よ
う
な
大
規
模
な

り
一
層
の
適
正
化
に
努
め
る
。

巳）
著
作
権
制
度
に
つ
い
て
は
、
情
報
伝
達
技
術
の
発

達
に
よ
る
著
作
物
利
用
形
態
の
多
様
化
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
及
び
著
作
権
保
護
を
め
ぐ
る
国
際
的
な

著
作
権
施
策
の
展
開

に
文
部
大
臣
は
、
国
語
審
議
会
に
対
し
「
新
し
い
時

代
に
応
じ
た
国
語
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
い

う
諮
問
を
行
っ
た
。
こ
の
諮
問
に
お
い
て
は
、
今
後

の
国
語
施
策
は
言
葉
遣
い
な
ど
国
語
の
問
題
全
般
を

取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

国
語
審
議
会
で
は
、
こ
の
諮
問
を
受
け
、
現
在
、
「
言

葉
遣
い
に
関
す
る
こ
と
」
、
「
情
報
化
・
国
際
社
会
へ

の
対
応
に
関
す
る
こ
と
」
を
中
心
に
審
議
を
行
っ
て

い
る
。ま

た
、
美
し
く
豊
か
な
言
葉
を
普
及
す
る
た
め
、

「
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ
」
（
冊
子
）
と
「
美
し
く
豊
か
な

言
葉
を
め
ざ
し
て
」
と
題
す
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
作

成
・
配
布
し
、
国
語
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
国
語

を
大
切
に
す
る
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る。
さ
ら
に
、
国
際
化
の
進
展
に
伴
う
国
内
外
の
日
本

語
学
習
者
の
学
習
目
的
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
対

応
す
る
た
め
、
日
本
語
教
育
の
指
導
内
容
・
方
法
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
中
国
帰
国
者
に
対
す
る
日

本
語
教
育
や
、
地
域
社
会
に
お
け
る
外
国
人
の
急
増

を
踏
ま
え
、
日
本
語
指
導
者
の
養
成
を
中
心
と
し
た

「
地
域
日
本
語
教
育
事
業
」
を
拡
充
す
る
。

動
向
等
を
考
慮
し
て
、
権
利
者
と
利
用
者
の
間
の
適

切
な
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
著
作
権
審
議
会
で
は
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
小
委
員
会
に
お
い
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
関
す

る
著
作
権
上
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

去
る
二
月
に
同
小
委
員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
が
検
討
経
過
報
告
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
広
く
国
内
外
の
意
見
を
求
め
、
さ
ら
に

検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
権
利
の
集
中
管
理
制
度
に
関
し
権
利
の
集

中
管
理
小
委
員
会
で
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
権

利
保
護
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
方
策
に
つ

い
て
第
一
小
委
員
会
専
門
部
会
で
検
討
を
行
っ
て
い

る
（
本
年
三
月
に
専
門
部
会
中
間
報
告
書
公
表
）
。
映

画
の
二
次
的
利
用
に
関
し
て
も
、
映
画
の
二
次
的
利

用
に
関
す
る
調
査
研
究
協
議
会
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

著
作
権
の
実
効
的
な
保
護
の
た
め
に
は
、
国
民
の

著
作
権
に
対
す
る
一
層
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め
文
化
庁
で
は
、
国
民
の
著
作
権
保
護
の
意
識

を
高
め
る
た
め
、
各
種
の
講
習
会
の
開
催
、
資
料
の

発
行
等
を
通
じ
、
著
作
権
思
想
の
普
及
・
啓
発
に
努

め
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
著
作
権
に

関
し
て
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
三
年
計
画
で
、
コ
ン

ビ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
管
理
に
関
す
る
手
引
書

を
作
成
・
配
布
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
平
成
六
年

遺
跡
を
対
象
に
、
先
人
の
創
造
的
な
知
恵
、
日
本
文

化
の
原
点
を
学
び
体
験
で
き
る
場
と
し
て
整
備
・
公

有
化
を
行
う
大
規
模
遺
跡
総
合
整
備
事
業
（
古
代
ロ

マ
ン
再
生
事
業
）
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
国
分
寺
等

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
国
民
が
我
が
国
の

歴
史
に
慣
れ
親
し
む
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、

地
域
中
核
史
跡
等
整
備
特
別
事
業
等
の
拡
充
を
図
る

と
と
も
に
、
史
跡
等
の
公
有
化
の
助
成
に
つ
い
て
も

一
層
の
充
実
を
図
る
。

天
然
記
念
物
の
保
護
・
活
用
に
つ
い
て
は
、
天
然

記
念
物
を
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
野
外

観
察
施
設
等
を
設
置
す
る
天
然
記
念
物
整
備
活
用
事

業
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
野
生
化
を
試
み
る
事
業
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
個
人
が
住
宅
建
築
等
を
行
う
場
合
の
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
に
対
す
る
補
助
事
業
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
発
掘
調
査
成
果
の
展
示
を
中
心

と
し
た
巡
回
展
を
開
催
し
、
埋
蔵
文
化
財
保
護
行
政

の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。
―

さ
ら
に
、
文
化
財
保
存
修
理
技
術
者
等
が
後
継
者

の
養
成
に
当
た
り
、
指
導
的
な
役
割
を
担
え
る
よ
う
、

よ
り
高
度
な
技
術
、
技
能
を
身
に
付
け
る
機
会
を
提

供
す
る
た
め
の
国
内
研
修
を
行
う
と
と
も
に
伝
統
工

芸
技
術
等
の
後
継
者
養
成
事
業
等
に
必
要
な
経
費
の

拡
充
を
函
る
。

特
集
●
す
〈
劾
丑
胞
竿
ホ
m

H

准
竺
展
●
平
成
七
年
度
の
展
望

今
日
の
我
が
国
の
社
会
生
活
に
お
い
て
は
、
美
術

を
含
む
芸
術
全
般
及
び
文
化
財
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
受
け
、
「
体
験
の
場
」
と
し
て
の
美
術
館
・
博
物
館

の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
七

年
度
に
お
い
て
は
、
東
京
国
立
博
物
館
「
平
成
館
」

（
仮
称
）
及
び
「
法
隆
寺
宝
物
館
」
、
奈
良
国
立
博
物

館
「
第
二
新
館
」
（
仮
称
）
並
び
に
国
立
西
洋
美
術
館

の
展
示
施
設
等
の
工
事
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
、
陳
列
品
・
美
術
作
品
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
現
代
美
術
の
た
め
の
国
立
国
際
美
術
館
の
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
の
国
際
協
力
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の
庁
舎

叩
口
｀
｀
杓
ニ

一一3 4 

近
年
、
宗
教
法
人
に
関
す
る
税
法
上
の
優
遇
措
置

等
に
着
目
し
宗
教
界
の
外
部
の
者
が
宗
教
法
人
を
利

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
た
め
、
昭
和
六

三
年
三
月
に
宗
教
法
人
の
設
立
、
規
則
変
更
の
認
証

事
務
等
を
一
層
適
切
に
行
う
よ
う
都
道
府
県
知
事
に

通
達
を
発
し
、
そ
の
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
宗
教
法
人
の
税
の
申
告
濁
れ
や
脱
税
、
不

適
切
な
収
益
事
業
等
マ
ス
コ
ミ
で
問
題
と
さ
れ
る
事

例
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
宗

教
法
人
関
係
者
を
対
象
と
し
た
各
種
研
修
会
の
実
施
．

や
手
引
書
、
事
例
集
の
作
成
、
頒
布
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
七
年
度
に
は
、
、
宗
教
法
人
の
所
轄
庁
で
あ
る

都
道
府
県
の
担
当
者
や
包
括
宗
教
法
人
の
指
導
者
を

対
象
と
し
て
、
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
を
め
ぐ
る
問

題
に
対
し
て
、
適
切
な
指
導
助
言
を
行
え
る
よ
う
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
「
宗
教
法
人
管
理
運
営

指
導
書
」
を
作
成
し
、
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
よ

(3) 

宗
務
行
政
の
推
進

度
は
小
・
中
・
高
等
学
校
等
向
け
の
手
引
書
を
作
成

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
七
年
度
は
大
学
等
向
け

の
手
引
書
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
著
作
権
の
国
際
的
保
護
の
確
立
と
い
う

課
題
を
達
成
す
べ
く
、
文
化
庁
で
は
平
成
五
年
度
か

ら
「
ア
ジ
ア
地
域
著
作
権
制
度
普
及
促
進
事
業
」
を

行
っ
て
お
り
、
同
事
業
に
よ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
（

研
修
生
の
受
入
れ
、
専
門
家
の
派
遣
を
行
う
。

.. 0 べべ
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▽
今
月
号
の
特
集
の
テ
ー
マ
は
、
特
定
の
テ

ー
マ
に
絞
ら
ず
、
平
成
七
年
度
の
文
敦
施
策

全
体
を
展
望
す
る
ょ
文
教
施
策
の
進
展
」
と

し
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
文
教
施
策
の
概
観
に
資
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

▽
新
年
度
を
迎
え
た
今
月
号
か
ら
、
本
誌
の

企
画
の
一
部
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
企
画
と
し
て
は
、
「
い
き
い
き
個

性
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記
」
こ
「
天
然
記
念

物
歳
時
記
」
（
い
ず
れ
も
カ
ラ
ー
ダ
ラ
ビ
ア
）

や
「
文
学
の
ふ
る
さ
と
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
一
部
変
更
し
た
も
の
に
は
、
国
立
大
学

附
置
研
究
所
等
の
紹
介
を
含
め
て
一
頁
の

増
を
図
っ
た
「
科
学
は
い
ま
」
、
毎
号
四
凛
ず

つ
御
登
場
を
い
た
だ
き
一
年
で
全
都
道
府

隅
の
ニ
ュ
ー
ス
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
で

き
る
よ
う
に
し
た
「
都
道
府
県
発
—
教
育
・

＇ 編

集

学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
名
作
シ
リ
ー
ズ
」
に
は
、
京
都

国
立
博
物
館
に
代
わ
り
奈
良
同
立
博
物
館

に
御
登
嶋
い
た
だ
き
、
同
館
所
蔵
の
名
作
の

数
々
を
一
年
間
に
わ
た
っ
て
御
紹
介
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

▽
上
竪
歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず
ー

四
月
は
、
学
狡
や
教
育
委
員
会
、
ま
た
社

会
一
般
て
も
去
る
人
あ
り
、
来
る
人
あ
り
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
は
、
子
供
た
ち

の
世
界
で
も
、
ク
ラ
ス
替
え
や
転
校
な
ど
を

控
え
、
子
供
た
ち
な
り
に
期
待
や
不
安
を
抱

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

扱
々
な
出
会
い
や
経
駁
が
子
供
た
ち
に

と
っ
て
も
、
す
ば
ら
し
い
人
生
の
栂
に
な
る

こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
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